
 

様式第 2号（第 8条関係） 

審議会等会議録 

会議の名称 令和４年度第３回加須市立学校給食センター運営委員会 

開催日時 
令和５年１月１１日（水） 

午後１時３０分から午後２時５０分まで 

開催場所 加須市立加須学校給食センター２階会議室 

議長氏名 江利川 哲也 

出席委員 

江利川 哲也、山田 希代子、秋山 毅一朗、増田 幸樹、     

大浜  万知子、吉澤  君子、武内  知江美、中里  美佳、      

飯田 宏美、藤原 豊 

欠席委員 
留場 規予美、加藤 誠、加茂 仁、藤間 昌子、須藤 由恵、   

髙橋 祥恵、羽鳥 紗弥子 

会議次第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

（１） 加須市学校給食基本計画（案）について 

（２） 令和５年度学校給食実施計画（案）について 

（３） 令和４年度学校給食に関するアンケート実施結果について 

（４） その他 

４ 閉会 

会議資料の名称 

・令和４年度第３回加須市立学校給食センター運営委員会次第 

・加須市学校給食基本計画（案） 

・令和５年度学校給食実施計画（案） 

・令和４年度学校給食に関するアンケート実施結果について 

・加須市立学校給食センター運営委員会委員名簿 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

  非公開の理由  

傍聴者の数 ０人 

説明者の職・氏名 学校給食課長 武井 由加里 同課主幹 柳田 久弥 

事務局職員職・氏名 

教育長 小野田 誠、学校教育部長 遠井 久夫 

学校給食課長 武井 由加里 

学校教育課主幹兼指導主事 野澤 寛之 



 

騎西学校給食センター所長 大塚 成穂 

北川辺学校給食センター所長 駒宮 正行 

学校給食課主幹 柳田 久弥、同課主査 金井 崇 

会議録の作成方法 
■ 要点記録 

□ 全文記録 

その他必要な事項  
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様式第 3号（第 8条関係） 

発言者 会議の内容(発言内容、審議経過、決定事項等) 

事務局（柳田） １ 開会 

  

教育長 ２ あいさつ 

  

江利川会長 

 

 

 

事務局（武井） 

３ 議事 

それでは、議事（１）加須市学校給食基本計画（案）について事務

局からご説明いたします。 

 

（１）「加須市学校給食基本計画（案）について」説明 

  

江利川会長 

 

藤原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（武井） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問はございますか。 

 

基本目標２の食育推進の指標について質問します。指標の１つに残

食率がありますが、食育が進むと残食率が下がるということですか。

食育と残食率の関係性をどのように整理していますか。また、残食の

量り方を教えてください。 

もう一つ質問します。８ページの騎西学校給食センター調理業務の

民間委託の件です。職員が減ってしまうので、民間委託するとなって

いますが、職員は採用すればいいことなので、この内容について、も

う少し説明を頂ければありがたいです。 

 

 食育と残食率の関係性について、お答えします。残さず食べるとい

うことについては、栄養教諭等が食の大切さを教えています。また、

地元産の野菜を使っている取組みを伝えることも子どもたちが頑張っ

て食べてくれることに繋がっていると思います。そういった食育を進

めることで、残食が減ってくるという考えからこの指標を設定しまし

た。  

次に、残食の量り方をお答えします。こちらは、学校から戻ってき

た残菜の水分を絞ったうえで、重さを量っています。 

最後に、騎西学校給食センターの民間委託についてお答えします。

市の考え方として、民間で可能な業務は民間委託をするという方針が

あります。そうした中、正職員の調理員を採用することは難しい状況

かと思います。 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

藤原委員 

 

 

 

江利川会長 

 

委員 

 

江利川会長 

 

 

 

事務局（柳田） 

 

江利川会長 

 

委員 

 

江利川会長 

 

 

委員 

 

江利川会長 

 

 

事務局（武井） 

 

 

この計画の中でも、今後の加須市の学校給食センターのあり方を検

討するとしています。そういった中で、現在、正職員の調理員を新規

採用した場合、その人の職を保障し続けることができるか等の課題も

出てきます。 

騎西学校給食センター調理業務の民間委託については、どのような

表現にすべきか頂いたご意見を参考に検討させてください。 

  

 ありがとうございました。実際に、加須学校給食センターは民間委

託をしているので、委託をするメリットがあると思います。そのこと

に触れたほうがいいと思います。 

 

ほかにありますでしょうか。 

 

ありません。 

 

課題がいくつかありましたので、事務局で検討をお願いします。 

次に、議事（２）令和５年度学校給食実施計画（案）について事務

局からご説明いたします。 

 

（２）「令和５年度学校給食実施計画（案）について」説明 

 

質問はございますか。 

 

ありません。 

 

では、令和５年度は、この実施回数、提供時期、給食費で実施して

いくことになりますが、よろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

次に、議事（３）令和４年度学校給食に関するアンケート実施結果

について事務局からご説明いたします。 

 

（３）「令和４年度学校給食に関するアンケート実施結果について」説

明 
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江利川会長 

 

増田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（野澤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠井部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問はございますか。 

 

現在、小中学校で食育や健康について、どれくらい授業をやってい

るのか教えてください。 

近年、食育について再認識され、教育現場でも勉強する機会を見る

ようになりました。 

現在私は、花咲徳栄高校の食育実践科の非常勤講師をやっておりま

す。花咲徳栄高校の生徒は、小学校で調理実習の出前講座をやってい

ると伺っております。このようなことから小学生が食に関する知識を

学べる場としての授業数を教えてください。 

 

食育の授業は、基本的に、保健体育や家庭科の中で、栄養バランス

等の大切さを学んでいきます。また、学級活動の指導の中で、栄養教

諭と連携し、実際の献立をもとに学習をした後、その日の給食の時間

に食べながら振り返りという実践も行っています。 

加須市学校給食基本計画（案）の５ページにも指標として、栄養教

諭と担任が連携した授業の時間数を指標としましたので、子ども達が

食べることは生きることと実感できるよう指導を進めていきたいと考

えています。 

栄養教諭等と協力しながら進めている学校がありますが、まだまだ

というところがございますので、このような指標を示しました。 

 

 追加で申し上げます。 

 主たるは保健体育、家庭科ですが、それ以外の教科でも行っていま

すので、国語の授業を紹介します。大豆を題材にした読み物資料があ

り、その中で、大豆が豆腐等の色々な食材に変わっていくことを学び

ます。さらに、収穫時期等を調べるといった勉強をします。このよう

に、全教科の中で、関連付けをして指導をしております。 

 また、今回策定する加須市学校給食基本計画の中で、食育の指導時

間を７０時間から２１０時間に増やしております。実績が少なかった

理由は、コロナ禍ということもあり、栄養教諭がなかなか学校に行く

ことができなかったという実情もあります。県の定める栄養教諭１人

が実施すべき授業時間は、１年間７０時間となっており、加須市には

栄養教諭が３人いますので、この計画では２１０時間としました。こ

の計画をもとに、来年度は活用が図れるように推進していければと思

っております。 
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増田委員 

 

 

 

江利川会長 

 

大浜委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（野澤） 

 

 

 

 

江利川会長 

 

山田委員 

 

 

事務局（武井） 

 

 

 

山田委員 

 

 

事務局（武井） 

 

 

江利川会長 

 

ありがとうございました。大変よく理解できました。 

 このアンケート結果を分析し、フィードバックして活用していただ

けたらと思います。 

 

ほかにありますでしょうか。 

 

 保護者アンケートの回収率が半分くらいとなっています。その中で、

朝ご飯を食べない、または、食べない日もある、を合わせると９％く

らいになるようです。回答しなかった人を合わせると、食べない割合

がもっと多い気がします。朝ごはんの大切さを保護者にもお伝えして

ほしいと思います。 

 それから、栄養教諭が担任等と実施する年間の授業時数に、1箇月の

目標はあるのですか。 

 

埼玉県から大体の目安が示されておりますが、現状は、十分満たせ

ているレベルではございません。来年度、計画的に訪問できるよう、

年度当初にあらかじめ日程を調整し、指導する内容も統一して進めよ

うと考えております。 

 

ほかにありますでしょうか。 

 

このアンケートは小中学校にとっていますが、幼稚園にはとらない

のでしょうか。 

 

文章を読んで答えてもらうやり方なので、幼稚園のお子さんにはハ

ードルが高いと考えました。また、小学校についても４年生以上とし

ました。 

 

食育の部分の内容は、小学校に入学してからも意識できるように、

幼稚園は保護者だけにアンケートをとってもよいかと思います。 

 

アンケートについては、頂いたご意見も踏まえまして検討します。 

ありがとうございました。 

 

ほかにありますでしょうか。 

 




